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◆お問い合わせ／北海道新聞社営業局（TEL011-210-5713）または 各支社営業部へ（2018.8） 

≪西胆振 医療シリーズ企画≫ 
「世界パーキンソン病デー」に合わせ、専門医が語る記事体広告で発信 

 北海道新聞社ではシリーズ記事として2015年より「がんを防ごう」キャンペーンを展開してお
り、がんを中心とした医療情報を手厚く発信しています。北海道新聞室蘭支社が担当する西胆振エ
リアは人口規模に対して総合病院が多く、クリニックや医院も多数開業しており医療環境が充実し
ています。そこで、医療記事を多数展開する当紙を用いて他院との差別化を図るべく、日刊紙であ
る特性を活かした医療広告企画「○○の日シリーズ」を各医療機関にご提案しました。 
 
 当企画を、むろらん神経内科クリニックに対して、世界アルツハイマーデー（9月21日）で提案
したところ、先生の専門領域がパーキンソン病であることが判明。改めて、世界パーキンソン病
デー（4月11日）で提案し、ご協賛に至りました。企画を通じて、開院3年目の同クリニックの認
知拡大を図るとともに、同じビルに入っている心療内科クリニックとの領域の違いも訴求し誤認を
防ぐことも目的としました。記事体広告部分の取材は、先生の通常業務に影響を与えないよう、事
前打ち合わせによって設問をある程度聞いた上で後日取材シートに記入いただき、初稿提出後に加
筆修正する形で進めました。また医療法に抵触しないよう、管内室蘭市保健所の事前審査も経て、
紙面掲載しました。 
 
 北海道新聞に広告掲載後、同クリニックへ新規問い合わせをいただくなど読者からの反響もあり、
好意的な感想を頂戴しました。また当企画はシリーズとして、子宮の日（4月9日）、看護の日（5
月12日）、こころの日（7月1日）、肺の日（8月1日）と掲載が実現しました。今後も多くの医療
企画を通じて読者に有意義な情報を伝えていきたいと思います。   （室蘭支社営業部 大佐和 惇） 

＊医院・クリニックの先生に病気についてお聞きし、「記事体広告」で詳しく発信することが可能です。 

POINT! 

＊ウェブサイトにバックナンバー掲載中！【道新 営業局】で検索！（https://adv.hokkaido-np.co.jp/） 

（2018年4月11日 朝刊 室蘭版 全5段） 


